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2)糖尿病患 者の Lp(a)と胸部大動脈石灰化

土田 春男 (信楽園病院検査率射

書田 秀義 ( 岡 放射線科)

高沢 哲也･山田 幸里 ( 同 内科1

糖尿病患 桁7)Lit)opT､otein扉 (i.一P(こい1に/lL､て検

討すると共に,鹿 部 大 動 脈 の C T 画像から得 られた血

管の石灰化との関 係 を 検 討 し 虹

当院の糖尿病愚 考. 里 性 こi55 名 ･ 女-性 二ill名(･')lJa(a)

濃度/))布では, 1)割し71人達が 高 値 を 示 し,高齢者てはtt'.:

い人に比べやや高い傾向を認めた. しかしEJ3女~薫くヱ合し-､

ように思われた.

腹部大動脈の折Ll)高さ,5cm .1二, 10cm 卜. 15cm

i-I_LTう･･1カ所C')部位で.血管の石欣化率を11)分割法で計測

した.そLT)結果,EJ3性のほうが女性に比べ(I_-:L･Tl部位でも

毒し-､紺/RfLが見L､-'かた.tLrt-た脚L')高さで石灰化率が高く.

IL.へ行 くに従-,て次第にEj=5女とも石灰化が′ム弓亡くたる.

それに.それぞれLT)部位L/')血管(′Tl掃天化の認人里一木ろjj

向は差が認められた.

が多く見i､IJl,Lp巨l)と綾部大動脈LT)石灰化に関係が

認められた.

31Cokayne症候群L'T)1例

輿泉 鳶 ･高
谷 長行 ･伊
柴け】 昭 (新潟入学第 -･内科1

患者 :37歳女性.幼児期より低身長で初潮は11歳.学

農期に光線過敏症 (+).18歳時に難聴.31)歳時歩行時

のふ巨.T,きが出現 し'92年1月6L]検査入FJAi.身i壱122.2

cm.体重 26_9kg.四肢均軽.眼球陥凹, 卜顎'RE畑

老 人様顔貌 (+).敬色休検査羅常な し.下垂休 ･L円犬

腺 ･副甲状腺機能.血中尿中丁ミノ酸/JI帆 E'1血球 :テ†

MRIでびまん性小脳萎縮,基底核石灰化 ‖-).網膜

変性症と感青陵難聴を認めた.

考奄 :上記所見よi)eokilyne症候群と診断 した.本

症候群は l)NA 修復機構J)発･常iこよる早老性疾患Ll)1

つで,通常30歳前後で死亡することが多 く,寒症例のよ

うをこ比較的進行が緩徐で高年齢で診断された例は稀と考

え報瞥 した.

弟 緩徐な経過 をとったいわゆ る急性 甲状腺炎
の1例

l ････ ･･ ･ I . ･ 一

田中 茂穂 脚 中 医 院)

症例は10才〔-fl女̀児.1992年 1Tj3日頃か1-)頚部痛,

1月11日から右前頚部の腰痛をこ窺づかれた.症状が軽 く,

赤沈は中等度LT)/Li進を皇したが.Clil)･自血球数ここHL土

はl~t:_'f?,'.非典型的亜急性甲状腺炎としてーJ''-<とりン捜Fj-

をこて経_適を追った.発症8週 目に食道造影を施行.右側

I-'Ltl･ir()nllSiJluSfistulLlを発払 急性甲状腺炎し上診断 し

抗生物質を開始申しかし 腰痛虻波動を触れるようをこな

り.皮膚発赤も著明とな一･､たたLt才)3r】18E]穿刺排膿 t....治

癒した.審症をこぼ経験な経過をとる症例があり,かかる

場合には 食道造即が診断iこ付1日二思われた.

体し:I.iit岬IiI

鯛 鯛 曲斉藤 菊鹿 を驚祭殿封 央病院)
小谷 富里 (宮崎医科大学中検)

武本横 倍 欄 藤 英藻 は 瀞 薬検査薬∋

甲状腺べ′L十キ.;･サー-1を･:(TPO)は.1円七線自己免

∩.i:'.費な対応抗原である二王が近年明tL,-かに左.･､た.今

法にて甲状腺疾患患者LjM'Itrll'O抗体を測定 した.結

果 1)従来の凝集法にLL射光-ll,('jrlゾ-ム抗体上抗

のも見られたが概ね良い相関が認められた.2)解離す

系ではチ統サイログロプリソ抗体との交叉が影響 してい

ると考えられた.3)甲状腺磯能先進症患者の中には,

抗甲状腺剤の投与により抗 TPO抗体の変動する症例

もみられた.今後,抗 PTPO抗体の測定は甲状腺疾患

の病態を把擾する上に重要な指標をこなると期待される.


